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加
東
市
で
は
、
女
性
も
男
性
も
と

も
に
ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
対
等
な
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
画
で
き
る
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
た
び
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
正
し
い
認

識
を
も
ち
、
す
べ
て
の
市
民
が
性
別

に
か
か
わ
り
な
く
、
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
場
に
参
加
・
参

画
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
す

べ
て
の
市
民
に
と
っ
て
住
み
や
す
い

ま
ち
を
め
ざ
す
た
め
「
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
 

　
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
の
視
点
に
立
っ
た
計
画
づ
く
り

を
行
う
た
め
、
各
種
団
体
を
代
表
す

る
方
や
一
般
公
募
に
よ
り
参
加
い
た

だ
い
た
市
民
代
表
の
方
を
含
め
た
策

定
委
員
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
の

実
施
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
審
議
を
進
め
ま
し
た
。
 

　
プ
ラ
ン
の
中
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ま
や
事
業
所
の
み
な
さ
ま
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
や
、
行
政
が

取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
わ
か
り
や

す
く
示
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成
２１
年
度
を

初
年
度
と
し
て
、
平
成
２５
年
度
を
目

標
年
度
と
す
る
５
か
年
の
計
画
で
す
。
 

　
今
後
、
概
要
版
を
発
行
し
、
市
民

の
み
な
さ
ま
に
そ
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
 

実
現
に
む
け
て
 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、

職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
暮
ら
し
の
場
で
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
れ
に
は
、
市
だ
け
で
は

な
く
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
連
携
と

協
力
が
必
要
で
す
。
男
女
の
多
様
な

生
き
方
を
尊
重
し
、
認
め
合
い
な
が

ら
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
 

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
人
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育
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加
東
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
 

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　
わ
た
し
に
　
み
ん
な
に
　
す
み
よ
い
ま
ち
へ
 

　
〜
男
女
共
同
参
画
か
ら
は
じ
ま
る
　
ま
ち
づ
く
り
〜
 

 　
平
成
１９
年
度
か
ら
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
「
加
東
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
 

が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

▲8回開かれた策定委員会

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？
 

　
す
べ
て
の
人
が
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
、「
男
だ
か
ら
…
」

「
女
だ
か
ら
…
」
と
い
う
固
定
的

な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ

れ
ず
、
男
女
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
参
画
で
き
る
社
会
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
女
性
だ
け
で
な
く
、
男

性
に
と
っ
て
も
明
る
い
展
望
を
も

た
ら
す
社
会
で
す
。
 

基 本 理 念 
　男性と女性がお互いの人権を尊重しつつ、かつ対等に責任を分かち合い、個性と能力を
十分に発揮できる男女共同参画社会をめざすため、次の５つの基本理念を掲げています。 

【男女の人権の尊重】 
　男女がお互いにその人権を尊重し、男女の差別をなくし、ひとりの人間として能力を発揮
　できる社会をめざします。 
【社会における制度または慣行についての配慮】 
　「男だから」「女だから」といった固定的な性別役割分担意識にとらわれず、男女がさま
　ざまな活動に参画できるように配慮しつつ、社会の制度や慣行の見直しを図ります。 
【政策などの立案および決定への共同参画】 
　男女が社会の対等な構成員として、さまざまな方針の決定に参画できる社会をめざします。 
【家庭生活における活動と他の活動の両立】 
　男女が対等な家族の構成員として、お互いに協力して役割を果たしながら、仕事や地域活
　動などができる社会をめざします。 
【男女の生涯にわたる健康の確保】 
　男女がお互いの性差についての理解を深め、それぞれの意思が尊重される環境づくりと、
　生涯を通じて健康な生活を送ることをめざします。 
 

男女共同参画プラン　－計画の構成－ 
基 本 目 標 

①人権尊重と男女共同参画の意識づくり 

基 本 課 題 

男女の人権尊重と男女共同参画の意識啓発 

教育・保育における男女共同参画の推進 

ドメスティック・バイオレンス（※１）などの 
あらゆる暴力の防止 
 

②あらゆる分野へ参画できる機会づくり 政策・方針決定過程への男女共同参画の促進 

家庭や地域社会での男女共同参画の推進 

④だれもが安心して暮らせる地域づくり 安心して子育てができる環境の整備・充実 

高齢者などが安心して暮らせる環境の整備・充実 

生涯にわたる健康保持・増進 

③男女がともに豊かに働ける環境づくり 就労環境の整備と職業能力発揮への支援 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 
（※２）の推進 

○さまざまな講座・研修などに積極的に参加して、視野を広げましょう。 
○従来の「男は仕事、女は家庭」「男（女）だから」「男（女）のくせに」といった考え方を 
　見直しましょう。 
○子ども一人ひとりを大切にし、その子の良さを生かしましょう。 
○親しい間柄でも暴力や暴言は許さないという認識をもちましょう。 
 

○方針決定の場において男女双方の意見を取り入れるようにしましょう。 
○ 一人ひとりが家族の一員としての自覚をもち、家事、育児、介護など家庭の仕事は協力し 
　合いましょう。 
 

○育児の楽しさを母親と父親で一緒に分かち合いましょう。 
○性別や年齢をこえてお互いに支えあいながら、いきいきと元気よくすごしましょう。 
○定期健康診断を受診し、健康に心がけましょう。 

○男女がともに能力を発揮できる職場環境を実現しましょう。 
○商工業、農業などの自営業においては、女性の労働へのかかわりを適正に評価しましょう。 
○仕事と家庭生活の両立ができるように働き方を見直しましょう。 

ドメスティック・バイオレンスとは、配偶者や恋人（パートナー）など親密な関係にある者からの暴力のことで、
略してＤＶと言われています。殴る、蹴るなどの身体的暴力のほか、無視する、脅す、怒鳴るなどの精神的暴
力、交友関係の監視、制限などの社会的暴力、生活費を渡さないなどの経済的暴力や性的暴力などがあります。 
ワーク・ライフ・バランスとは、仕事と家庭等の個人生活を両立させることを言います。男性も女性もあらゆ
る世代のだれもが仕事や子育て、介護、自己啓発、地域活動などさまざまな活動を自分の希望するバランスで
展開でき、「仕事の充実」と「仕事以外の生活の充実」の好循環をもたらします。 

（※１） 
 
 
（※２） 


